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1．まえがき   表示画面は、実況、1。203時間先予測、609  

。12時間先予測と．し、主要データは時間的変化を示  

すグラフ表示を行い、全体的な状況判断を可能とする。  

実況と1時間先予測は対策決定を支援し、6～12時  

間先予測は色心づもり停 に役立てる。   

3．電波著雪予腱ルール   

電線への酋雪ほ、電線の断線や支持物の倒墳など電  

力設備へ賓大な被害を与える可能性カくある。これらに  

対し電力会社では、種々の設備面での対質と、送闇  

情報や気象情報を活用した早期の保守体制作りや著雪  

防止回線の構成等を行っている。しかし、これらの対  

策決定には、豊富な知識0経放と高度な判断を必要と  

するため、これを支援する目的で観薗雪予測システ  

ムの開発を行っている。ここでは、メッシュ気象デー  

タ（実況と予測）のフ．ァジー牲を考慮しながら送儲  

データ（ラインロスや着雪検知装置からの情報）を磯  

霞的に利用して予測靖度を上げたシステムについて、  

漑要および評価結果を発表する。   

2．開発コンセプトとシステム概要  

推舌ルールは、気象推爵、ラインロス推論、ロード  

セル推爵、およぴこれらを組合せた絵合推貴からなる。  

なお、4～12時間先は気象推給のみを行う。  

3．1気象推若   

気象推爵では、気急が曹雪適温等にあるか否か、1  

時間あたりの降水盈、怒競時間、累頓降梱がどの梯  

になっているかで推詰を行う。   

なお、気鋭および降水盈の予測については下記の手  

法により行う。  

（且）気思予謝手法   

気象庁から発表される気温ガイダンスの申にある気  

象官署の一日の最低気温、最高気温、零時の気患を基  

に、過去データから求めた回舟式で各アメダス点での  

値を求め、毎時の億は時間内押で褒める。さらに、距  

餞重み法を利用して各メッシュへ予測気温巷内挿する。  

この時、各地点の標高も考慮し、最終段階では各アメ  

ダス実況値と曹雪故知装置のデータも時間内挿のデー  

タに利用している。  

（2）降水慮予測手法   

実況億は、気象庁から発表されるレーダアメダス解  

析雨蛍、3時間先までの予測侶は降水短時間予報値、  

4～12時間先以降の予測については、降水ガイダン  

スとアメダス地点の統計関係式からアメダス地点予想  

雨量を求め、それをメッシュ内挿する。さらに地形牲  

降雨の数値計算を実施して全メッシュの偲を求める。  

3．2 ラインロス。ロードセル推給   

（1）開発コンセプト   

保守。運用の実屡の対応や業務に合致するものとす  

るため、開発コンセプトを次のように設定した。   

①保守。運用の判断支度を行うシステムである（判  

断ばあくまでも人が行う）。  

（診管内の者雪状況がどの様に推移して垂ているか、  

今後どの様に変化する可能性があるのかがわかる。   

③各送電線のラインロスレベルが第3段（12dB   

低‾円に達する時刻の30分前にその事がわかる。  

（2）システム擬要   

北海道電力函館支店に導入した試運用システムの構  

成斯を図1に示す。気象データ．（実況と予卸）は、気  

象協会にて約5kmx5血のメッシュに分割して作成し、  

毎時配信される。また、着雪検知装置（現地気象と蓉  

雪荷重データ）、ラインロスデータはリアルタイムに  

ラインロス、ロードセルの時間的変化を近似式で表  

現することで30分党までを予測している。  

3．3 盤台推爵   

組合推給では、気象推詮、ラインロス推論、ロード  

セノ摘定論の3つの結果を組み合わせることにより、電  

線着雪の注意皮を4段階に色区分して盤台推論として  

出力する。  

図1 システム構成図  
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4．検証結果   

今冬の気象は全体的に安定していて、著雪防止回線  

を構成した事例はなかったが、代表的な事例について  

説明する。  

4．1 事例1（1995年1月3日）  

（1）アメダスとラインロスからの曹雪状況の想定   

アメダスとラインロスデータを図2、3に示す。   

この時は、渡島・桧山地方に気象台からの着雪注意  

報は出されていなかったが、E線のラインロスが第3  

段まで、D幹線が第2段まで低下し‰   

3日午後、江差と松前方面が他地域より多い降水量  
を記録しているが、気温が2℃以上であるので平地は  

雨であったと推定される。ただし、E線のラインロス  

が低下していることから、内陸の標高の高い所では雪  

となり著雪が発生したものと推定される。  

図ヰ 事例1の20時時点の累積降水量  

図5 事例1の20時時点の気象推論  
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図2 事例1のアメダスデータ  

（累積降水量）  

図6 事例1の20時時点・囲7 事例1の20時時点  
の実況捨合推論  の1時間先捻合推論  

4．2 その他の事例   

今冬、著雪注意報は度々出されているものの、実際  

は大きなラインロスの低下やロードセルの増加を伴っ  

ているものは少なく、全休的に著雪の発生は少なかっ  

たと推定される。この中の数事例においては、いくつ  

かのメッシュで注意度が出力されるのものの、ライン  

ロスの予測は危険を示さず、著雪はなかったとの判断  

ができた。   

5．あとがき   

（2）画而表示結果   

降水メッシュデータの各時間毎の画面だけでは地域  

区分は明確でないが、累積降水愚【着雪適温帯の累積］  

画面（図4）では、江差・松前方面が他地域より相対  

的に者雪の可能性が高いことを示している。しかし、  

気象推論画面（図5）は、江差・松前方面で数メッシ  

ュしか注意度を示していない。これは、それ以外のメ  

ッシュでの降水の強度や継続性が小さくなっているか  

らである。一一方、20時の実況総合推論（図6）昼E  

線ラインロスの低下を示し、また、1時間先総合推論  
（図7）はE線ラインロスが第3段に達することを予  

測していて、実際の状況（20時40分に第3段突破）  

とはぼ合っていると言える。  

今冬の試運用を適し、気象変化やラインロス変化な  

どの画面から、著雪状況の判断ができることがわかっ  

た。今後も厳しい状態の事例など種々の事例の調査を  

重ね、ルールや画面の改良などを行ってゆきたい。  

－23－   

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




